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公
開
講
座

「古
文
書
は
歴
史
学
の
第

一
歩
」

～
活
字
か
ら
で
は
得
ら
れ
な
い
情
報
の
宝
庫
～

一
般
社
団
法
人
古
文
書
解
読
検
定
協
会
代
表
理
事

小
林
正
博
氏

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
具
体
例
を
示
し

な
が
ら
進
め
ら
れ
た
。
最
後
に
小
林
顧

間
の
最
新
著
作

『
実
力
判
定
　
古
文
書

解
読
力
』
（
柏
書
房

）
が
紹
介
さ
れ
、
い

よ
い
よ
七
月
か
ら
は
じ
ま
る

「古
文
書
解

読
検
定
」
に
つ
い
て
の
ア
ピ
ー
ル
で
締
め

く
く
ら
れ
た
。

毎
年
恒
例
の

一
連
行
事
で
あ
る
記
念

講
演
―
会
員
総
会
―
懇
親
会
が
四
月
二

三
日
に
開
催
さ
れ
、
記
念
講
演
と
し
て

小
林
正
博
顧
間
に
よ
る

「古
文
書
は
歴

史
学
の
第

一
歩
―
―
活
字
か
ら
で
は
得

ら
れ
な
い
情
報
の
宝
庫
」
が
１
時
半
か
ら

始
ま
っ
た
。
参
加
者
は
１
８
０
人
に
も
及

び
、
こ
れ
で
第

一
回
の
中
尾
尭
顧
間
の

講
座
参
加
者
２
０
３
名

（
年
間
の
公
開
講

座
５
３
講
座
中
第

一
位

）
を
最
大
結
集

と
し
て
、
第
二
回

。
馬
場
憲

一
顧
間
の

講
座
が
１
８
１
名

（
同
６
９
講
座
中
第

一

位

）、
第
二
回

・
西
海
賢
二
顧
間
の
講
座

が
１
３
０
名

（
同
６
３
講
座
中
第
五
位

）

と
当
会
顧
間
の
講
演
は
、
い
ち
ょ
う
塾
に

大
き
く
貢
献
し
つ
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て

ま
た
古
文
書
に
関
心
の
あ
る
方
た
ち
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
も
心
強
い
限
り
で
あ

ワハυ。さ
て
講
演
で
は
、
小
林
顧
間
が
立
正
大

学
に
提
出
し
た
博
士
論
文

「
日
蓮
遺
文

の
基
礎
的
研
究
―
―
古
文
書
学
と
文
献

学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
中
か
ら
、
そ

の
成
果
の

一
端
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
語

ら
れ
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
活

字
化
さ
れ
た
日
蓮
遺
文
集
が
正
し
く
日

蓮
が
書
い
た
文
章
そ
の
も
の
と
思
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
違
う
と
い
う
も
の
だ

っ

た
。
２
７
０
０
枚
も
の
現
存
す
る
日
蓮
の

真
蹟
文
書
を

一
字

一
字
て
い
ね
い
に
解
読

し
て
い
っ
た
結
果
、
現
在
伝
わ
る
日
蓮
遺

文
集
に
は
多
く
の
誤
読
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
、
活
字
へ
の
妄
信
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。
こ
こ
に
こ
そ
原
文
に
も
ど
る
こ
と
の

大
切
さ
、
古
文
書
学
習
の
重
要
性
と
意

義
が
あ
る
と
強
調
。
「古
文
書
学
習
は
歴

史
学
の
第

一
歩
」
で
あ
る
と
参
加
者
に

訴
え
た
。
後
半
は
、
解
読
問
題
に
挑
戦

す
る
コ
ー
ナ
ー
も
入
れ
て
解
読
力
向
上
の

た
め
の
三
段
階
①
字
体
に
慣
れ
る
②
古

語
を
調
べ
る
③
筆
癖
を
把
握
す
る
、
を
挙

第
四
回
会
員
総
会

出
席
者
三
六
名

四
月

二
三
日
八
王
子
学
園
都
市
セ
ン

タ
ー

・
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
小

林

正
博
先
生
の
ご
講
演
に
引
き
続
き
、

当
会
の
第

四
回
会
員
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
三
六
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

最
初
に
吉
田
健

一
代
表
か
ら
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
予
定

し
て
い
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
プ

ロ
グ

ラ
ム
が
、

四
月
か
ら
七
つ
す
べ
て
が

稼
働
し
始
め
た
こ
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
に
補
助
金

（十
万
円
）
を
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
八
王
子
市
に
実
績

報
告
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
概
ね

評
価
が
よ
か
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

次
に
、
ご
来
賓
の
八
王
子
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
部
長
小

柳
悟
様
か
ら
、
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
「い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学

習
」
と
い
う
目
標
に
向
け
て
、
当
会

の
活
動
は
ぴ
っ
た
り
で
あ
り
、
歴
史

の
研
究
に
は
古
文
書
の
勉
強
が
欠
か

せ
な
い
こ
と
、
中
核
市
へ
の
移
行
に
つ

い
て
、
市
政
百
周
年
に
つ
い
て
等
の

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
吉
田
代
表
か
ら

二
七
年

度
活
動
報
告
並
び
に
決
算
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
、
吉
田
代
表
よ

り
議
事
で
あ
る
第

一
号
議
案
　
一
一八
年

‐

度
事
業
計
画
案
、
第
二
号
議
案
　
一
一八

年
度
予
算
案
に
つ
き
趣
旨
説
明
が
あ
り
、

満
場

一
致
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
吉
田
代
表
か
ら
本
年
度
の
課
題
と

し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ヘ
の
掲
載
デ
ー
タ

の
維
持

・
追
加
の
組
織
化
、
人
事
配
置

の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
お
話
し
が
あ
り
ま

し
た
。

最
後
に
も
う

一
人
の
ご
来
賓
、
当
会
顧

間
の
中
尾
尭
先
生
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
古
文
書
研
究

を
振
り
返
ら
れ
、
旧
暦

・
新
暦
の
違
い

を
理
解
し
、
季
節
を
き
ち
ん
と
把
握
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
等
の
お
話
し
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
別
の
写
真
撮
影

が
あ
り
、
四
時
半
か
ら
場
所
を
変
え
て
、

懇
親
会
が
和
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。


